
 

 

 

 

 

 

 

 

就任のご挨拶 

場長 樋 口 正 仁  

本年４月１日付けで場長に

命じられました。よろしくお

願いします。 

平成８年の新潟県入庁から

25年が経過し、これまで内水

試には、養殖課で平成16年度

から５年間、資源課で平成22

年度から２年間研究生活を送

りました。その後、水産課内水

面係に平成27年度から３年間在籍した後、３年ぶり

に内水面水産業の現場に携わることになりました。 

私自身のことになりますが、子どもの頃から魚好

きで、高校時代の恩師のおかげで、大学時代には魚

類の発生や遺伝育種を研究する講座に進み、イトヨ

をはじめとする淡水魚の遺伝的特徴や進化に関する

研究に携わりました。 

大学院での研究生活の後、新潟県に戻りましたが、

子どもの頃に釣りをしていた川から人や魚の姿が少

なくなり、河川を取り巻く状況は大きく変わったと

感じています。内水面水産資源の減少には、河川環

境の変化、ブラックバスやカワウ等の食害生物の増

加、地球温暖化の進行など様々な要因が関係してい

ますが、最も気がかりなのは、河川や自然環境を見

守る人々の減少です。 

私たちが“自然”と普通呼ぶのは、日常の視野に

入る身近な自然であり、それらは人間の生活と関わ

り合いを持っています。近年の中山間地における野

生生物の生息域の拡大のように、人間生活や価値観

の変化によって、身近な自然の有り様も変わってい

きます。このことは、川に対してもあてはまり、川

の自然環境を見守る人々の減少は、人と人間との関

わりで維持されてきた“自然”の消失に繋がり、川

の恵みに対する関心も失われてしまうのではないか

と危惧しています。 

新潟県の自然環境は多様であり、それぞれの地域

で独自の価値を持った宝として大切にされ、伝統や

文化、地域の賑わいの創出に繋がってきました。こ

れまでのように川を“ざわめく”場として、価値を

維持するには、魚や河川環境のことをより深く知り、

漁業協同組合や遊漁者をはじめとする関係者の更な

る連携を図っていく必要があると考えています。 

一方、新型コロナ感染症の発生による社会情勢の

急激な変化に対し、新たな対応が求められています。

錦鯉養殖業や養鱒業においても、ネット販売の拡大

や地域企業との連携による販路拡大等、数年前には

想像もできなかった状況になっています。しかしな

がら、県内の内水面養殖業は、自然環境など地域の

立地ポテンシャルを生かし、生産者の皆様方のご尽

力により持続性がある産業となっています。当試験

場といたしましても、技術的な変革や現場が抱える

課題を的確につかみ、ＫＨＶ病をはじめとする疾病

対策や新品種の作出等の研究を進め、地域産業の振

興に貢献していきたいと考えております。 

困難な課題もありますが、業界団体をはじめとし

て、行政や大学、他の研究機関とも連携しながら試

験研究に取り組んで参ります。今後とも内水面水産

試験場の調査・研究にご支援、ご協力を賜りますよ

うお願いします。 

 

新潟県内水面水産試験場 
 〒940-1137 長岡市大川原町 2650 番地 
 TEL 0258-22-2101(代) FAX 0258-22-3398 
 E-mail : ngt068150@pref.niigata.lg.jp 

魚沼支場 
 〒946-0036 魚沼市岡新田 29-1 
 TEL 025-792-0672 FAX 025-792-8016 
 E-mail : ngt068153@pref.niigata.lg.jp 
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輸送コストの削減で錦鯉輸出を支援（その２） 

参事（養殖課長） 佐 藤 将 ・ 臨時的任用職員 石 井 亮  

昨年に引き続き、錦鯉の輸送コスト削減技術開発

について紹介します。錦鯉の輸送は、水と共にこん

包するため、水量分（７割くらいが水）余計に輸送

コストがかかるほか、活魚をポリ袋に酸素詰め･密閉

する輸送形態から輸送時間にも制限があります。 

昨年発行の本紙 54号で紹介しましたが、これまで

の試験で、輸送中の健康状態に影響する要因のうち、

溶存炭酸ガス（CO2）の増加が問題となることがわか

りました。この炭酸ガスの影響を抑えるため、市販

のガス吸着剤（アルフィッシュ®-L, 三菱ガス化学ト

レーディング(株)：炭酸ガスを吸着）に麻酔剤（2-

フェノキシエタノール：呼吸や代謝の抑制）を併用

することで、通常の 1.25 倍（総魚体重量 4kg/15L→

5kg/15L)に増量が可能であることがわかりました

（表１）。これらは、航空機輸送を想定した国内高地

移送試験（標高 1800m：群馬県嬬恋村）とベルギーへ

の輸出実証試験により確認しています。ベルギー到

着時（写真１）は、少し元気のない様子も見て取れ

ますが、現地業者からの動画によりますと、到着翌

日には元気よく餌を食べており、こん包量の増加の

影響はなかったと考えられます。 

さらに、こん包に用いる水量を削減するための検

討を行い、２割削減（総魚体重量 4kg/15L→4～5kg 

写真１ ベルギー到着時の錦鯉の様子 

 

/12L)しても輸送には問題ありませんでした（デー

タについては令和２年度事業報告等に掲載予定）。 

これらの実験結果をもとに、欧州系輸出会社の協 

力でオランダ向け実証試験を実施し、当歳～３歳魚

の様々な出荷形態（654 箱）において、到着時死亡等

の事故はなく、同社から高い評価を得ており、実用

に問題ないものと考えております。 

もともと航空運賃に「輸送水」が占める割合が高

く、輸送コスト削減が課題でした。コロナ禍の中、

航空運賃が高騰しており、本技術の活用により、輸

送費を負担する海外バイヤーから、節約された金額

の分だけ余計に購入してもらうなど、錦鯉産業振興

の一助になればと考えています。

表１ ガス吸着剤・麻酔剤併用による収容量の増加効果 

輸送 
条件 

試験区 
総魚体重量 

(kg) 
水量 
(L) 

麻酔 
尾数 
(尾) 

輸送時間 
(時間) 

死亡 

国
内
陸
送 

4kg ガス吸着剤のみ（対照区） 4 15 なし 13 

41 

なし 
5kg ガス吸着剤･麻酔剤併用 5.1 15 あり 16 なし 

5kg ガス吸着剤･麻酔剤併用 5 15 あり 15 なし 

6kg ガス吸着剤･麻酔剤併用 6.01 15 あり 19 なし 

6kg ガス吸着剤･麻酔剤併用 6.04 15 あり 20 なし 

海
外
輸
出 

4kg ガス吸着剤のみ（対照区） 4 15 なし 100 

38 

なし 
5kg ガス吸着剤･麻酔剤併用 5 15 あり 122 なし 

5kg ガス吸着剤･麻酔剤併用 5 15 あり 125 なし 

6kg ガス吸着剤･麻酔剤併用 6 20 あり 142 なし 

* 国内陸送：群馬県嬬恋村（標高 1800m） 海外輸出：ベルギー（パリ空港着・ベルギーへは陸路） 
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安全・安心な新潟県産錦鯉のために 
病理環境課 課長 的 山 央 人 

輸出錦鯉衛生証明書発行等に関する取扱要領（以

下、輸出要領）の改正（令和２年２月 12 日）に伴

い、輸出錦鯉のためのＫＨＶ定期検査の手法が大幅

に変更されて１年以上が経ちました。従前の輸出要

領では、適温で３週間養殖施設内の各水系（ロッ

ト）の魚と同居させた検査用魚 30尾を検査する、

という手法でしたが、改正後は、同居検査魚を用い

ず、全ての水系から３尾以上の鰓を採取し、合計

30 尾以上を検査することになりました。これによ

り、水系の多い大規模生産者の検査尾数は、従来の

検査尾数（30尾）を大きく超えることになります

（表１）。検査尾数が増加し、検査料金が増える

上、自分で鰓を採取しなければならないことから、

輸出要領改正により生産者の負担が非常に大きくな

っている状況です。 

  

 

 

  

 

 

 

そもそも、定期検査の手法が厳しくなった背景に

は、平成 30 年に起こった本県での大規模なＫＨＶ

病の発生があります。その際には、これまで年２

回、30 尾ずつの同居検査をずっと継続してきた複

数の生産者においても、ＫＨＶ病の発生が起こって

しまいました。従来のやり方では、清浄性を確保す

るに十分でないと証明されてしまったのです。しか

も、中には、大量斃死は起こっていないのに検査を

したら陽性だったというケースもありました。ウイ

ルスはそもそも目に見えませんし、大量斃死も起こ

らないとなると、生産者は気づきようがないことか

ら、これまで以上に、年２回の定期検査が重要とな

ったわけです。また、図１は、令和元年に本県でＫ

ＨＶが発生した８例において、当場で生残魚のＫＨ

Ｖ保菌検査を実施した結果を示したものです。検査

尾数は各４～10 尾と少ないですが、発生池の鯉で

も陽性率が 20～30%と低い池が複数ありました。昨

今のコロナ禍の報道でも目にする機会があったよう

に、検査対象がウイルスを持っていたとしても、１

回の検査では検出できない場合が多々あるのです。

ましてや、斃死の起こっていない池で、一見健常魚

に見える保菌魚（キャリアー）について調べても、

十分な検出率は得られない可能性が多分に考えられ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな輸出要領では、１．養殖場への魚・水・人

等の往来を管理・制限することにより外部からのＫ

ＨＶの侵入要素（導入等）を遮断する、２．養殖場

内の全ての水系（ロット）の魚を抽出して年２回検

査する、さらに３．それを２年以上継続する、こと

を生産者に徹底してもらうことにより、当該養殖場

内にＫＨＶが存在する可能性が限りなく低い、とい

うことを担保しています。 

したがって、年２回の定期検査を実施していたと

しても、外部からの侵入要素を十分に遮断できてい

なかったり、検査していない水系等があった場合

（検査漏れ）、安全性を確保するために重ねてきた

取組が崩れ、ＫＨＶを見逃すリスクが非常に大きく

なってしまいます。 

生産者の皆さんには、これらの取組を徹底してい

ただきつつ、新潟県産の錦鯉は品質が良いだけでな

く、安全・安心においても世界一であるという自負

を持って、すばらしい錦鯉を世界中の人々へ届けて

ほしいと思います。
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図１ ＫＨＶ発生池におけるへい死率と生残魚の PCR 陽性率
表１　定期検査時の検体数の変化

春期 秋期 春期 秋期

検査尾数
（平均）

30尾 30尾 37尾 59尾

※春期と秋期は水系（ロット）の考え方が異なる

従前（～Ｒ１） Ｒ２実績



低水温のホルモン処理によるアメマスの偽雄作出率の向上 

～ミユキマス生産の効率化に向けた研究Ⅱ～ 

魚沼支場 主任研究員 小 林 健 一 郎 

本誌第 53 号で魚沼美雪ますの生産効率の向上に

向けて、精液搾出可能なアメマス偽雄の生産割合を

増加させるホルモン処理条件を検討していることを

報告しました。その後、処理した個体が成熟年齢に

達し、結果が得られたので、本稿では調査結果を報

告します。 

今回新たに行った試験では、全雌化処理をしたア

メマスをふ化直後から 90 日目まで、冷却器を用い

て５℃で飼育し、ホルモン処理を行いました（冷却

区）。 

処理後は、通常水温に戻して継続飼育し、成熟期

に調査を行い、従来の 10℃前後の飼育水温でホルモ

ン処理を行った常温区と比較しました。 

  

１.雌雄判定および採精調査 

雌雄の判定と採精の可否は、2017、2018 年度作出

群を対象に２次性徴の外観観察や腹部触診によって

行いました。その結果、全個体中、精液が搾出でき

た個体数の割合は、冷却区で 25.0%および 47.6%とな

り、常温区の 5.2%および 9.9%に比べ高い値が得られ

ました（図１）。 

 

図１ 雌雄判定および採精調査結果 

 

２.生殖腺の目視観察および生殖腺指数（GSI）算出  

生殖腺の発達状況調査では、偽雄と判別した個体

の生殖腺の目視観察や生殖腺指数（GSI=生殖腺重量

／体重×100）の算出を行い、ホルモン処理を行って

いない正常雄との比較により評価を行いました。調

査の結果、偽雄、正常雄ともに精液搾出可能な個体

の GSI 値は、0.7 以上を示しました。さらに、外部

形態からは、精巣や輸精管に異常や正常雄との差異

は観察されなかったことから、今回作出した偽雄の

生殖腺は、概ね正常に発達していると推察されまし

た。 

 

３. ホルモン処理終了時点の生残状況調査 

 低水温処理により精液搾出個体の割合が増加する

ことが明らかになりましたが、生き残る個体の数が

減少すれば、偽雄の生産効率の低下を招きます。そ

こでホルモン処理終了時点の生残状況を調べ、生産

効率を評価しました。 

その結果、2017、2018 年度作出群では、生残率が

冷却区で 21.6 および 25.0%となり、常温区の 32.0

および 38.4%に比べ低い結果となりました。そこで、

2019 年度では、冷却区および常温区に、通常の配合

飼料に加え、ふ化後 60 日頃よりアミコマセやオキ

アミをすり潰して少量給餌した結果、生残率は、冷

却区で 33.9%と上昇し、常温区の 38.7%に比べ遜色な

い程度にまで改善しました（図２）。 

 

 

図２ ホルモン処理終了時の生残率の比較 

 

以上の結果から、低水温（５℃）下でのホルモ

ン処理が、精液搾出可能なアメマス偽雄の生産効

率の向上に繋がることが明らかになりました。今

後は、優良魚を数多く生産する親魚系統を特定

し、更なる生産効率の向上に向け、研究を進めて

いきます。
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サクラマス資源調査について 

資源課 専門研究員 吉澤 良輔  

サクラマスは県内河川で以前から種苗放流が行わ

れてきました。放流尾数の推移を見ると、平成 10

年を境に大きく増加し、その数は、2,000 千尾程度

で推移しています。一方、河川での親魚捕獲尾数

は、平成４年の約 5,000 尾をピークにその後減少

し、平成７年以降は、1,000 尾から 2,000 尾程度と

低迷状態にあります（図１）。 

図１ 新潟県のサクラマス河川漁獲尾数と放流尾数 

 

内水面漁業の振興には、この低迷要因を明らかに

して、適切な資源増大方策を策定する必要があり、

当試験場では、令和元年から新たな調査に取り組ん

でいます。 

１. 放流魚と天然魚の生息実態調査 

生息実態調査は、三面川および阿賀野川の支流域

において、投網や電気漁具を用いて稚魚の採捕を行

い（写真１）、採捕した稚魚（写真２）から資源量

を推定しています。併せて放流魚と天然魚との成長 

写真１ 投網による稚魚採捕（三面川支流域） 

 

写真２ 採捕されたサクラマス稚魚 

 

の推移や食性などの違いを調べることで、放流によ

ってどの様な変化があるのかを把握し、放流技術の

向上につなげていきたいと考えています。 

２. 産卵床調査 

産卵床の調査は、対象河川を踏査し目視で確認し

ています。実施時期は９月下旬から 11月下旬で週

１回程度行っています（写真３）。経年的に調査を 

 

写真３ 産卵床調査（三面川支流） 

 

することで、調査河川での繁殖行動の状況が把握で

き、繁殖状況を推定するモニタリング手法の確立を

図っていきたいと考えています。 

資源の減少要因の解明には長期的なモニタリング

が必要となりますが、サクラマス資源増大に向けた

効果的な放流・増殖方法の開発のため、引き続き、

調査を行ってまいります。 
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研修会等報告  

「環境ＤＮＡ研究開発に関する講習会」 

日時  令和２年 12 月９日 13 時 30 分～16時 45 分 

 場所  まちなかキャンパス長岡 

 講師  国立大学法人神戸大学 准教授 源 利文 氏  

 演目  「環境ＤＮＡを用いた水中生物調査手法の開発と実践」 

  出席者 福島県、富山県、長野県、新潟県の水産試験研究機関 

      職員他 計 28 名 

その他 講演に引き続き、各県研究担当者等の取組事例発表と意見交換を行った後、源先生から更なる

研究のレベルアップに向け、事例毎に指導していただきました。    

 

「カワウ被害対策におけるドローン研修会」 

日時  令和３年４月 16日 13 時 00 分～16時 30 分 

 場所  新潟県十日町地域振興局 

 講師  国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産技術研究所 

 主任研究員 坪井 潤一 氏   

 演目  「カワウ被害対策におけるドローンの活用方法について」 

  出席者 県内信濃川水系内水面漁協関係者、関係市町村及び新潟県 

関係部署職員他 計 40名 

その他 講演前に、信濃川河畔（十日町市小根岸地内）にて、ドローン活用の現地講習を実施しました。 

また、講演後には、国立大学法人 長岡技術科学大学 准教授 山本麻希氏をコーディネータ

ーに「信濃川水系のカワウを減じるために！」と題したワークショップを開催し、カワウ対策

に関する問題点の抽出、対策検討、意見交換等を行いました。

    

 

 

 

 

 

 

毎年５月、Ｏダム湖にイワナなどを狙いに行きます。レンタルボートの営業を

している釣り宿も、コロナ禍の中、昨年は 4月下旬の解禁当初からしばらくは自

粛を余儀なくされ、たいへんなご苦労があったかと思います。今年は解禁当初か 

ら営業しており、小生が釣行した某日は、小生以外、駐車している車は全部県外ナンバーでした。

時として県境をまたぐ移動には問題があるかもしれませんが、地域の状況を考慮し、感染対策を万

全にして釣りを楽しんでもらいたいと思います。ところで、当日の小生の釣果は・・・資源に優し

い釣りを実践していますので、○ボ一歩手前でした。（Ｓ．Ｓ生） 

 

 水声魚語 
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